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＜あらまし＞ ウェブサイトの円滑な運用には，Blog を含む CMS(Content Management 
System)が有効であることは既に広く知られている．しかし，一般的な CMS の表現様式は，

必ずしも学校用途に最適化されていないため，実際には，維持管理やインタフェースに特有

の課題を生じさせている．

本研究ではこれらの課題に鑑み，記事管理の手軽さ，ナビゲーション，およびサイトデザ

インの個性化を実現するため，静的・動的コンテンツを柔軟に組み合わせ可能なハイブリッ

ド型 CMS の開発・実装を行った．本論ではその意義と期待される効果について論じるもの

である．
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1. 研究の概要
本研究は平成 19 年度総務省・地域 ICT 利

活用モデル構築事業の採択により，世田谷区

が構築する地域教育情報基盤の一環として行

うものである．世田谷区の地域教育情報基盤

構築においては，学校の社会的価値と学校に

関与する地域活力とを可視化し，区民の参画

を促すことを目的とし，次の３点から展開を

行っている．

①学校個性を活かした効率的学校広報システ

ムの検討・開発

学校個性を活かしたコンテンツ制作，効率

的編集・情報管理が可能な新しい学校 CMS
モデルを検討し，開発を行う（本論該当部分）．

②学校広報システムを用いた地域連携活動の

可視化

③学校広報・地域連携活動の活性化

2. CMSについて
CMS はウェブサイトの構築・運用管理に

用いられるシステムアプリケーションである．

CMS は原則として大半の管理運用作業を

ウェブ画面上の簡単な手続きで行えるので，

技術的知識がなくても文章と写真等素材があ

れば運用可能であり，また，デザインやレイ

アウトの要素をテンプレート化し内容の要素

と切り離して管理することで，大幅に運用の

負担を軽減する効果がある．

企業・行政サイトのほか，自治体教育委員

会が管理する各学校ホームページについても

適用例が増加しており，円滑な運用のための

省力化効果は既に広く知られるところである．

CMS は用途に応じて多様なシステムが存

在しており，XOOPS 等の汎用 CMS のほか，

Blog(Weblog)，Wiki，SNS1)，授業教材構成

用に特化した Moodle などがある．

学校ウェブサイトの運用管理を前提とし

た教育用 CMS についても，既に複数の製品

が存在している．

一般的に教育用とは，学校組織で運用する

ために，複数のログイン ID を管理し，学校

管理職による投稿記事の承認決裁・差し戻し

機能等を備えていることを指す．

3. CMSの普及と導入効果
CMS 以前のシステムでは，ページ作成に

際して HTML 記述や画像等の素材加工，あ

るいはサーバへのアップロードといった操作



技能とともに，レイアウトやインタフェース

設計についての知識が必要であるため，実質

的にサイト全体を理解しているホームページ

担当者しか作業ができなかった．

また，サイト規模が大きくなるほどインタ

フェースや階層構造を維持するための調整事

項（リンクの付け替えやファイル構成の整理）

が増加するため，維持管理が次第に困難にな

るという問題がある．

さらに，CMS 以前のシステムは承認決裁
の機構を持たないため，学校管理職や教育委

員会の決裁は文書やファックスといった別手

段で行わなければならない．

このため，学校ホームページ作成・更新事

務への負担感は他の校務と比較しても格段に

大きいことが指摘されている（コンピュータ

教育開発センター 2004）．

図 1 ウェブサイト制作手順の違い

これに対し CMSでは，①チームワークを前
提とした編集決裁権限の割り当て，②デザイ

ンレイアウト要素のテンプレート化，③イン

タフェース・ファイル管理の自動化による省

力化迅速化，④サイト全体の統合的データ管

理・バックアップ，を実現しているため，⑤

簡単な手続きでウェブサイト制作に関与でき，

⑥担当者間の引き継ぎも比較的容易にできる．

また，⑦レイアウト，ナビゲーション・イ

ンタフェースの一貫性を確保できる，といっ

たメリットがある．

これら効果は，端的に更新頻度の大幅な増

加として観測される．

自治体教育委員会単位で一括して CMS を
導入したケースのうち，年間平均更新日数（年

間更新日数実績の総計を学校数で割った数

字）に著しい増加が見られる自治体では，図

２に示すとおり，最近の５年間で数十倍の実

績を上げている場合がある 2)．

図 2 CMS 採用自治体教育委員会における

年間更新実績の変化

一方，民間 ISP が提供する汎用 Blog サー
ビスを学校ホームページに適用するケースも

多く，その数は教育用 CMS 適用数よりもは
るかに多い（根拠は後述する）．

汎用 Blog サービスは一般向けに提供され
ているため，小学生児童でも取り扱いができ

るほど簡単であり，教職員も扱いに心理的な

抵抗が少ないというメリットがある．

図 3 汎用 Blog を用いた児童の情報発信

（北海道斜里町立峰浜小学校）

汎用 Blogサービスでは，教育用 CMSのよ
うな承認決裁機能を持たないが，運用上のル

ールとして，一般教職員は投稿記事を仮保存

としておき，管理職がこれをチェックして投

稿するなど，各学校で工夫がなされている．

4. 現状の Blog/CMS の問題点

このように，近年の CMS の普及は著しい
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ものがあるが，同時に課題点も明らかになっ

てきた．

例えば，表１のように自治体教育委員会単

位で導入される専用パッケージを除き，学校

ウェブサイトのトップページ自体を Blog で
構成するケースはきわめて限定的である．

表 1 学校サイトの CMS/BlogURL エントリ 3)

URL 階層 CMS 汎用 Blog 合計

トップ 388 17 405

１階層目 772 862 1634

i-learn.jp登録 34687サイト（2008年 1月）から分析

特に汎用 Blog サービスを用いる場合，学
校ウェブサイトのトップは従来型の HTML
アップロードによって管理され，配下に単数

または複数の Blog がパーツのように配置さ
れるタイプがほとんどである．各学校がウェ

ブサイト全体を CMS 化しない（できない）
理由としては次の問題をあげることができる．

4.1. CMS の意義が正確に理解されていない

先にあげたように，CMS の導入効果とし
てはおもに７点あるが，学校現場に説得力が

あるのはもっぱら⑤の簡便性である．

簡便性のみを求めるのであれば，既存サイ

トの一部として汎用の Blog・CGIサービスを
用いれば実現できてしまう．

また，汎用の Blog サービスは無料で提供
されるものが多いため，学校によっては学年

や学級ごとに 10以上の Blogサイトを開設し，
年度ごとに使い捨てているケースもある．

この際，個別ブログの管理は分散されるメ

リットがあるものの，逆に，学校組織や将来

的なデータ継承の観点から言えば，管理ルー

ルや責任が曖昧になりやすく，情報が散逸し

やすくなるという問題が生じる．

4.2.パッケージを一括適用すると学校ウェブ

サイトの個性が失われる

学校ウェブサイトはいわば学校の顔であ

り，サイト運営者が最もこだわる部分でもあ

るが，これに対して，必要以上に自治体教育

委員会側が⑦レイアウト，ナビゲーション・

インタフェースの一貫性を強調し過ぎると，

各学校の個性や魅力が失われ，ウェブサイト

の活動も停滞しがちになる．

教育委員会単位で CMS パッケージを一括
導入した場合，自動的にインタフェースやナ

ビゲーションの一貫性が確保できるが，反面，

基本的にレイアウトは固定され，バリエーシ

ョンは業者が作成したテンプレートデザイン

に限定されてしまう．

通常テンプレートは多数用意されるが，あ

くまで汎用であるため，学校ごとの個性が反

映されにくくなる．

4.3. Blog 特有の表現形式がユーザの操作性

に影響する

一般的な Blogのレイアウトと記事扱いは，
新着情報の速報性に特化した機能デザインで

あり，個々の投稿記事をすべて同列に扱い，

タイムスタンプによる検索やソートを充実さ

せている．

一方で，投稿記事間の関連性や階層構造を

管理・表示する機能は必ずしも十分でなく，

投稿記事の簡単なカテゴリ設定で記事のフィ

ルタが行える程度にとどまっていることが多

い． 
このため，Blogを CMSとして用いた場合，

毎日のニュースを高頻度で伝えるには都合が

良いが，例えば，学校要覧や教育研究のよう

に，投稿日時よりはむしろ内容の階層構造や

前後のつながり（コンテキスト）が重要なコ

ンテンツの場合でも，表示やレイアウトを変

更することが難しく，ユーザ側も記事間のつ

ながりが把握しにくくなる．

また，投稿記事のカテゴリは大半が１つだ

けしか設定できない上に，カテゴリに階層構

造を持たせることができないので，学校によ

っては最初に細かなカテゴリを多数作り過ぎ

てしまい，結果として操作性や検索性に問題

が生じやすい．

4.4.サイト間連携を前提としていない

汎用 Blog をベースにした製品を除き，教
育用 CMS 製品の半数以上は自サイトの動的
内容生成のみを実現する仕様になっており，

他サイトやユーザ側とのデータ連携を前提と

していない．



具体的には，RSS(Rich Site Summary)の
配信や，トラックバック，コメントといった

Blog の標準的機能をサポートしておらず，

Web2.0 的な拡張的用途の展開には向かない

構造になっている．

5. CMS 開発のコンセプト

本研究の CMS 開発にあたっては，ベース

に製品化されたシステムを用い，これを発展

させる形態とした．

当該CMS製品は簡便なBlogインタフェー

スを用いており，コンテント管理機能・ログ

イン ID 管理・承認決裁・検索等教育用 CMS
として必要とされる機能をすでに備えている．

先述したような教育用 CMS の問題解決を

図るために，管理上のキーとなるレイアウト

コンテンツをモジュール化し，次のような機

能を加えることとした．

5.1.ハイブリッド・フリーレイアウト

ウェブサイト（特にトップページ）は見た

目のインパクトや個性を実現するとともに，

新着情報の機能的集約，ナビゲーション・イ

ンタフェースの合理的配置など，いくつかの

要素を両立させる必要がある．

そのために，システムによって毎回動的に

生成される要素と，頻繁には内容入れ替えが

行われない静的コンテンツとを同じレベルで

レイアウトできなければならない．

図 4 ハイブリッド・レイアウトによる

トップページの自由構成

モジュール化されたコンテンツでは，動的

要素，静的要素を全く同じ手続きで扱うこと

が可能である．

5.2.簡便なBlogインタフェースと高度な編集

機能の両立

学校ウェブサイトの組織的運用を円滑に

行うには，役割とスキルに応じた編集環境の

提供が必要である．

投稿手続きをできるだけ簡便にして，スキ

ルのハードルを低くすれば，複数の投稿者と

速報性を得ることが容易になる．一方，ホー

ムページ担当者レベルでは，レイアウトやコ

ンテンツ制御にまで踏み込んだ編集機能を要

することがある．

教育用 CMS としては，これら両方の要求

に応える必要がある．

図 5 モジュールによるレイアウト

図 6 ページソース編集モード

記事投稿者の大半は日常的な ICT 利用ス

キルのレベルにあるので，記事投稿は Blog



インタフェースを用い簡単に行えるようにな

っている．

また，レイアウトを決定するモジュールは，

複数のテンプレートとウェブ画面上のフォー

ム入力を中心に構成されているため，スキル

が十分でなくても，学校のニーズに応じたレ

イアウトを作成できる（図５）が，制御コー

ドを直接記述することも可能である（図６）．

5.3. 地域小中学校連携のための情報共有

通常の教育用 CMS は学校単位での情報管
理が原則で，教育委員会との上下連携はあっ

ても，学校間の情報連携を実現するシステム

は存在しなかった（図７）．

教育委員会

学校 学校 学校

図 7 典型的な教育 CMS のサイトリンク

世田谷区では，独自の小中学校連携による

地域運営学校を運営しており，学校間の情報

共有に対応するため，システム内学校間の情

報連携機能を搭載した（図８）．これにより，

グルーピングされた学校間では共同行事の記

事や予定を共有し，各学校個別の情報と統合

することが可能である．

小中連携・地域コミュニティ

教育委員会
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図 8 世田谷区における学校地域間連携

また，地域運営学校では円滑な意志決定の

ため，学校ウェブサイトを中心とした情報提

供とともに，PTA組織やおやじの会，あるい
は総合型地域スポーツクラブなどといった特

定の外部サイト（主に Blog サイト）との情
報連携機能を搭載することによって，相互の

トラックバックやコメント等の投稿を実現す

る 4)．

5.4. 用途に応じた記事の自動振り分け

Blog で投稿される記事が多種多様になる
と，現状の簡単なカテゴリによるフィルタだ

けでは情報提示に問題が生じ，個別記事が埋

没しやすくなる．

速報性を重視した Blog インタフェースの
課題を解決するため，モジュールでは，Blog
投稿記事に設定されたカテゴリとキーワード

をもとに個別記事をフィルタしリスト化する

ことが可能である（図９）．

図 9 カテゴリキーワードによる

記事の自動振り分け

図 10 速報性重視の学校日記（Blog）画面

たとえば，学校 Blog に投稿された「６年
生」の記事（図 10）は，Blog 画面以外にウ
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ェブサイトの「学年のページ６年生」（図 11）

にもサムネイル化されて表示されるため，学

校組織の詳細を閲覧するユーザに対しても，

日々の活動の履歴を伝えることができる．

図 11 学年のページにも６年生の記事を

自動サムネイル化

6. 開発および導入の経過

世田谷区における CMS 開発は，導入対象

校となる小学校６校中学校３校（小中連携の

グループとしては３箇所）の学校管理職・学

校ウェブサイト担当者に対する事前のヒアリ

ングを行い，課題抽出と CMS の具体的仕様

を固めた．

また，対象校に対しては，個別に学校ウェ

ブサイトの運営体制，サイトデザイン，内容

構造化に関する相談を数回行い，学校ウェブ

サイト構成とデザインレイアウトを支援した．

2007 年 12 月以降，順次新しい CMS による

学校ウェブサイトを公開しているところであ

る．

CMS 開発は学校ウェブサイトを中心とし

た第１段階をほぼ完了し，現在サイト間連携

やポータル機能として第２段階の検討開発を

進めている．

なお導入後の経過については，予稿執筆時

では日も浅く記録が十分でないため，研究発

表時にあらためて触れることとしたい．

注

1) SNS: Social Networking Service 
2) 当然のことながらCMSの導入は必要条件

であって十分条件ではない．CMS が導入さ

れても更新率が向上しないケースもあること

は付記しておきたい．

3) CMS/Blog の URL エントリは i-learn.jp
「日本の学校」に登録され，リンク切れを起

こしていない 34687サイト(2008年 1月現在)
から収集した．

CMS/Blog の判別は URL 内の cms,blog 等

の文字列の他，プロバイダドメインネームに

て行っているため，数字はあくまで推定値で

ある．

なお１階層目の URL は，i-learn.jp の仕様

上トップページとドメインが異なる場合にの

み登録されており，１サイトで複数の URL
エントリを持つ場合がある．

4) トラックバック・コメント受け付けは相手

先を限定して行う仕様としている．

参考文献

i-learn.jp, http://www.i-learn.jp/ 
コンピュータ教育開発センター（2004）教員

事務負担軽減システム要件調査

石塚丈晴,堀田龍也（2005）誰でも簡単にで

きる学校 Web サイト活用法. 高陵社書

店, 東京


